
枯らし庫

酛場

精米所

物置

自動車庫

仕込み兼貯蔵
ポリカーボネート

塀

瓶詰め場

土間 （店）

麹室

槽場

居間

内

内外

①内外を行き来する動線

③地域の人が手伝う関係性 + 他産業との関わり

ー ( 配達を近所の人が手伝う、漁港から冷却に使う氷を

分けてもらっていた )

①複雑な屋根の連なり

周囲の自然や船への様々なシークエンスを生む

空

海

船

⑤分節された空間の連なりによって生まれる民家の延長としての

親しみやすさ

上流部

全体の規模が大きくても近寄りがたさを感じさせない

下流部

視線の抜けを操作

半外部空間を挿入し、内外を流動的に行き来する空間体験をもたらす

ことで敷地周辺の大自然への印象を途切れさせないようにする

内

半外部

②塀

ー周囲からの視線を遮るべく酒蔵を囲む

遠くからの視線の抜けを遮り、外部空間へ誘う

人の存在を感じ取る

蔵前広場
蔵人が道具を干す 市民の憩いの場として開放

外部空間

ー道具を乾かす、蔵人が休憩するスペース

斜面を生かして立体的に展開することで利用の仕方に幅を持たせる

④蔵開き時の空間性の変化

ー年に一回蔵を開放し、地域住民への感謝を伝える。酒蔵

の見え方が変化する。

通常 蔵開き 夏

船も行き来できる、蔵前広場も開放、夏場は作業通路も開放、蒸米場と瓶洗浄場も開放

お土産街道では地域の商店やお菓子屋も出

店できる場を設ける

蒸気

②米を蒸した蒸気が見える

ー断片的に酒造りが見える関係性

焼杉の壁

焼杉の壁

煙突

瓦屋根
貯水タンク

大谷石ー気泡を含むため断熱性が高いそう

④ポリカーボネートの屋根

ー建築に手を加えていく中で用いられ

た。安価でメンテナンス性が高い

移転前の酒蔵 

階段路地的空間が多く見られる1 年を通して北西の風が吹く

年降水量

室蘭→ 1275mm

札幌→ 1146.1

年積雪量

室蘭→ 121cm

札幌→ 369cm

変動の少ない気温、夏に多

くなる降水量ー札幌市と比

較して雨が多く雪が少ない

自然と隣り合わせの生活

16:00

21:00

気候上の特性 実際に歩いて見つけた特性

①複雑な屋根の連なり

⑥外部空間

ー道具を乾かす、蔵人が休憩するスペース

②塀

ー周囲からの視線を遮るべく酒蔵を囲む

④蔵開き時の空間性の変化

ー年に一回蔵を開放し、地域住民への感謝を伝える。酒蔵の見え方が変化する。⑤煙突

ーシンボル的存在

⑤分節された空間の連なりによって生まれる民家の延長としての親しみやすさ

③水タンク

一度ためておいて

一度に一気に使え

るようにする。酒

蔵を特徴づける存

在でもある。

③水タンク

一度ためておいて一度に一気に使えるよう

にする。酒蔵を特徴づける存在でもある。

内

内外

①内外を行き来する作業工程

④ポリカーボネートの屋根

ー建築に手を加えていく中で用いられ

た。安価でメンテナンス性が高い

蒸気

②米を蒸した蒸気が見える

ー断片的に酒造りが見える関係性

パーツとしての要素 概念的な要素

③地域の人が手伝う関係性 + 他産業との関わり

ー ( 配達を近所の人が手伝う、漁港から冷却に

使う氷を分けてもらっていた )

パーツとしての要素 概念的な要素

・老朽化が目に見えて分かる。創業 120 余年

・仕込みは 2月ー 3 月

・温度管理の方法

　→醪に氷を中に入れたステンレスパイプを入れて冷やすことで

冷却していた （銚子には大きな漁港があるため氷が手にはいりや

すい）

・使っている水について

　→硬度の高い水を使用

・流通について

　→銚子市内のホテルや居酒屋などほぼ地元のみ。

　ー製造していたころは運ぶのを地域住民に手伝ってもらったり

するなど地域との関わりが強かった

・従業員について

　→かつては越後杜氏が来て製造を行っていた

・煙突の有無

　→あり。製造は行っていないものの設備はまだそのまま残って

いる

千葉県銚子市の市街地に位置する酒蔵。昔ながらの酒蔵の要素を

持ち合わせており風情ある外観をもつ。２年前ご主人が亡くなり現

在製造は休止している。

現地踏査・聞き込みから

室蘭現地踏査

要素の抽出と取り入れ

ほとんどの建物

が斜面に建って

おり、基礎の存

在感が大きい

上りと下りとでの見え方の大きな変化

（上り→空、樹々、下り→海、家々の屋根）

室蘭市は山を切り開いて市街地が形成されてきた自然と工業のま

ちである。斜面が多く室蘭という地名も坂道に由来する。山と海

の距離が近く、工場や荒々しい自然が織りなす壮大な風景は他に

はない魅力である。対象敷地は駅から徒歩７分、かつて栄えた商店

街から徒歩５分程度の場所にある。自然が作り出した湾は波が穏や

かであり、周囲には海のぎりぎり近くまで住宅街が広がる。かつ

ては集合住宅建設のため造成されたが、数年前に解体され現在は

更地となっている。

荒々しい自然ー人工的に整えられた

自然にはない壮大さ

本町二丁目

中央町三丁目

本町一丁目

幸町

中央町二丁目

常盤町

山手町三丁目

中央町四丁目

SITE

測量山
上り坂。空の印象が強まる

荒々しい自然と隣り合わせ 先に何があるか見えない高揚感

奥には山が見える

階段路地的空間。少人数で共有する交流が生まれやすそうな空間 ふと見下ろすと家々の屋根が複雑に連なって見え、奥には海が広がる

SITE

商店街

室蘭駅

麹室

槽場

酛場

仕込み兼貯蔵

瓶詰め

店舗

住居

蒸米

煙突

作品の展示空間に

実際に酒が貯蔵されている

空間の隣に設置

光を透過し開放的な空間を生む

煙突効果をもたらすものとして取り入れる

新たな場でもシンボルであり続ける

⑤煙突

ーシンボル的存在

精米
洗米

浸漬
蒸米麹室

酛場
仕込み

上槽

貯蔵瓶詰め

ターミナル

精米
洗米

浸漬
蒸米麹室

酛場
仕込み

上槽

貯蔵瓶詰め

外気を取り入れる空間

と外気を隔てる空間と

の間には作業通路を設

け、上部のターミナル

部分の通路とを連動さ

せることで路地のよう

な空間を生み出す

ターミナル

精米
洗米

浸漬
麹室

酛場
仕込み

上槽

貯蔵
瓶詰め

蒸米

標高に沿って作業

空間を配置する

重力にしたがって

酒が進んでいく

高い天井高を必要とす

る空間がフロアレベル

を突き抜ける

上部の空間はター

ミナルとする

ターミナル

精米
洗米

浸漬
麹室

酛場
仕込み

上槽

貯蔵
瓶詰め

蒸米

ギャラリー

作業通路

A-A´ 断面図　S＝1:200
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エントランスホール

移転後の酒蔵 

対象敷地は測量山の豊かな伏流水が河川となって現れるスポットにある

焼杉の壁 塀 （杉板型枠コンクリート）

ポリカーボネート

ガルバリウム鋼板 （北海道では歴史上の理由により瓦屋根が

あまり見られないため取り入れなかった）

焼杉の壁


